
「“ワクワク・ドキドキ”新幹線開業アイデアプラン」活動報告

内容①

越前陶芸村のある越前町小曽原に焦点をあて、学芸員など地元をよく知る専

門家に学びながら、地元の方々が楽しみながら地域の理解を深め、知るきっかけ

を生み出すことを目指しました。

＜活動内容・実績（令和２年度～令和６年度）＞

専門家ガイドと巡る福井ディープツアー運営事業
ふくいときめき旅くらぶ

令和２年度

写真

内容②

同内容をネット上で閲覧できるWebサイトを制作し、旅人がWeb上での旅のガイドとして手軽に見る

ことができるようにしました。「土生土帰」の旅【小曽原】｜土環旅

実績② HPをご覧いただいた県内外の方から、「スマフォで見れるので助かります」「写真の森の場所

はどのあたりですか？」「小曽原の地名の由来が興味深いですね」といったお声をいただきました。

実績① 越前陶芸村のある集落のガイドブック「土生土帰の旅 小曽原」（１

０００冊）を制作し、小曽原全戸（２８２戸）、および各観光案内所に配

布しました。地元の方々からは、知らなかったことがたくさん学べたとの声をいただき

ました。

〇団体名：
〇プラン名：

https://towatabi.com/
https://towatabi.com/


内容①

令和２年度に実施したガイドブックで取り上げた「越前焼の再発見」をテーマにガイドブックの制作を行いました。

越前焼窯元さんと合わせて、福井のフレンチ店も掲載し、ふくいの「食」をあわせて紹介することで、観光誘致および地域産業の振興を目指しました。

実績①

越前焼にフレンチ料理を乗せた美しい写真を集めた「ふくいの器と食の旅 越前焼×フレンチ」の冊子

（１０００冊）をリリースしました。

冊子は参加された陶芸家、レストランの方々へ配布したほか、越前町の観光案内所へ設置しました。

この企画によりシェフを産地へアテンドしたり、交流を深めることができました。シェフと作家さん、農家さ

んとのつながりが生まれ、越前焼や地元食材の販促につながったときには、とても嬉しかったです。

冊子をご覧になられた越前町ふるさと納税サポートチームの方から熱いご要望をいただき一部の越前

焼の作品は、ふるさと納税の返礼品としても掲載させていただくことになり、ご寄付につながっています。

掲載参加数 ： ２１窯元 ４店舗（カードル様、ソワン様、レゾンス様、リズエアール様）

令和３年度

https://store.shopping.yahoo.co.jp/furusatochoice/5734543.html


内容① 越前町の農と食をテーマにしたガイドブックの制作を通して、農業、レストラン、農家民宿の事業者の方々と交流を深め、地元の農業への理解を深めました。

令和４年度

実績①

越前町の農業士の方、テロワールを体験できるレストラン、農家民宿（計１９の事業者さま）を訪ね、お話をお聞きした内容をもとに、

「土生土帰の旅 越前農と食を訪ねて」の冊子（１０００冊）を制作しました。

越前の自然も合わせて感じられるようなエッセイ風の読み物の形で、旅のお供に持ち歩きながら楽しむツールとなりました。

事業者の方、各観光案内所、店舗など（計３０か所）に配布したほか、小曽原古民家「一才庵」

にて、地元特産品をテーマにしたイベントなどを開催しました。

県内外の方々、延べ２７０人ほどの方にご参加いただきました。



～

内容① 越前町エリアを電動自転車で周遊するガイドツアーを実施しました。

令和５年度

実績① 11月23日に電動アシスト自転車でのサイクリングツアーを実施しました。

お天気にもめぐまれ、本当に心地よい楽しいサイクリングツアーとなりました。

コース内容

10:30～越前陶芸村文化交流会館 集合（電動自転車の操作説明）

11:00～小曽原散策（サイクリング）

11:30～一才庵・土環舎（とわや）で昼食

12:15～平等地区散策（サイクリング）

13:00～豊彩窯（工房見学）

13:20～織田へ（サイクリング）

13:30～越前町織田文化歴史館 着

13:30～劒神社参拝

14:00～織田まち歩き（散策）

14:40～越前陶芸村へ（サイクリング）

15:00～越前陶芸村文化交流会館 着（解散）

参加者 ６名 （内ガイド１名）

～ ～ 参加者の方から感想をいただきました ～ ～

丹生の山の肌土、田畑の土、そこを流れる川、窯の火、そこを渡る風。 自然の恵みをいただき、この越前町の地で、作陶するひと、農に励む若者。

そして逞しく暮らす人たち。 街を縫うように曲がりくねった小径、坂道、農道。

この地で、生きてこられた人たちの足跡を思い浮かばせてくれる。 いっぽうで、空き家、荒廃していく農地が、そこに厳然とあるのも事実。

神々 梵鐘、太鼓 、、、 紅葉、イチョウの黄色、サザンカの桃色、屋根瓦の黒光り、空の靑。

晩秋のサイクリング 頬にあたる風 みんな、ここちよかった。



～～～～～～～～丹生の山の肌土、田畑の土、そこを流れる川、窯の火、そこを渡る風。自然の恵みをいただき、この越前町の地で、作陶するひと、農に励む若者。そして逞しく暮らす人
たち。街を縫うように曲がりくねった小径、坂道、農道。 この地で、生きてこられた人たちの足跡を思い浮かばせてくれる。 いっぽうで、空き家、荒廃していく農地が、そこに厳然とあるのも事
実。神々梵鐘、太鼓ここまで書いて、手がとまりました、、、 紅葉、イチョウの黄色、サザンカの桃色、屋根瓦の黒光り、空の靑。晩秋のサイクリング頬にあたる風みんな、ここちよかった

令和５年度＜活動内容・実績（令和２年度～令和６年度）＞



内容② 農家民宿などでの地元食材を生かした料理提供に生かせる料理開発を依頼し
春の里山ビーガンコース料理としての発表会を開催しました。

令和５年度

実績② 八雲迎賓館馬場康成様、満月料理長友㟢新ニ様、長谷裕市様に地元野菜を使ったビー

ガンコース料理の開発をお願いし、「春の里山古民家で楽しむビーガンコースお料理会」にて発表してい

ただきました。この料理会の様子は人気フォトグラファーの友㟢雄太様が撮影記録くださり、YouTube、

Instagramで動画配信されています。是非ご覧ください。３６名のご参加があり、みなさま、大変満

足されておられました。 動画総再生回数：約１５００回

https://www.youtube.com/watch?v=e9KUbMrMV2k
https://www.instagram.com/p/DBqlmcbO_Th/?locale=ja_JP


内容① 昨年に引き続き、越前町の農と食をテーマに、今回は秋の里山ビーガンコース料理の開発
発表をしました。

令和６年度＜活動内容・実績（令和２年度～令和６年度）＞

実績① 八雲迎賓館馬場康成様、満月料理長友㟢新ニ様、長谷裕市様による地元野菜を使った

ビーガンコース料理の開発と発表会「秋の里山古民家で楽しむビーガンコースお料理会」を開催しまし

た。今回も友㟢雄太様に撮影記録いただきました。YouTube、Instagramで動画配信されています。

３８名の参加のみなさま、今回も大変楽しんでおられました。 動画総再生回数：約１０００回

https://www.youtube.com/watch?v=QZga6ZLmX94&t=6s
https://www.instagram.com/reel/DCIZw-rurJH/?locale=ja_JP


内容②

人気フォトグラファーによる越前町エリアの隠れた萌えスポットを生かした

動画制作により、新たな魅力の発信をめざしています。メジャーな観光

地だけではなく、自ら足を運んで写真を撮ってみたくなるような路地裏や、

誰かと一緒に歩きたくなるようなどこか懐かしい場所など、新たな視点を

加えて越前を伝える動画の製作を目指しています。

実績②

ロケハンを随時行い、撮影および編集を現在進行しています。来年３月完成配

信を予定しています。

令和６年度 ※現在進行中

内容① これまでに制作した越前エリアのガイドブックや、得られた知見や人のつながりをさらに生かし

ながら、事業として成果を生み出せるよう具体的な行動を引き続き進めていきます。

目標① 越前町にサイクリストにも優しい宿を開業し、サイクリングツアーの事業化もめざす目標です。

来年度サイクリングツアー実施回数：目標5回

＜活動内容・実績（令和２年度～令和６年度）＞

＜今後の予定（令和７年度～）＞

内容② 地場産有機米の米粉をはじめとした地場野菜を使った手軽に食べられる料理の継続的

な提供を行います。

目標② サイクリストにも優しいカフェを開業し、手軽に食べられる米粉を使った料理などを販売を目

指します。

米粉を使った料理：有機米粉のビーガン飲茶、有機米粉ビーガンケーキ

内容③ 地場産米粉をつかったビーガン料理を開発発表します。

実績③ 令和７年３月２０日の古民家一才庵のイベントにて発表予定です。
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